
ご家庭でも換気をお願いします 

【冬場における換気の留意点】         【厚生労働省 HPより】 

・窓開けを行うと、一時的に室内温度が低くなってしまいます。暖房器具を使用しながら、

換気を行ってください。 

・暖房器具の近くの窓を開けると、入ってくる冷気が暖められるので、室温の低下を防ぐ

ことができます。なお、暖房器具の種類や設置位置の決定に当たっては、カーテン等の

燃えやすい物から距離をあけるなど、火災の予防に留意してください。 

・短時間に窓を全開にするよりも、一方向の窓を少しだけ開けて常時換気を確保する方が、

室温変化を抑えられます。この場合でも、暖房によって室内・室外の温度差が維持でき

れば、十分な換気量を得られます。 

・人がいない部屋の窓を開け、廊下を経由して、少し暖まった状態の新鮮な空気を人のい

る部屋に取り入れることも、室温を維持するために有効です。 

・室温を18℃以上に維持しようとすると、窓を十分に開けられない場合には、換気不足を

補うために、HEPA フィルタ(※)によるろ過式の空気清浄機を併用することが有効です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊人がいない部屋の窓を開け、廊下を経由して、少し暖まった状態の新鮮な空気を人の

いる部屋に取り入れる換気方法（２段階換気）の例   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  危ないよ！！ 

              登下校中、手をポケットに入れていると、転ん 

                 だ時に手を付けず、顔や歯のけがをしてしまいま

す。近くを車が走っていたら、さらに危険なこと

になりますね。 

                  手はポケットから出して歩きましょう。寒かっ

たら手袋をするようにしましょう。 


